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今回の進路ニュースでは、「はたらく交流～教えて先輩～」と「学部紹介パネル」についてお

知らせします。 

「はたらく交流～教えて先輩～」について 

本校では、小学部・中学部・高等部とも白兎検定（校内掃除技能検定）に取り組んでいます。

その白兎検定の学習時間を利用し、学部を超えて児童生徒同士の交流をしています。それを、「は

たらく交流～教えて先輩～」とし、先輩は後輩に白兎検定の実技を堂々と披露することで自信を

高め、後輩は、先輩の堂々とした姿や規定通りに技能をこなし頑張る姿を見て、あこがれや、自

分たちもやってみたいと意欲を持ちます。 

下の写真は、中学部に小学部の児童たちが交流に行った時のものです。先輩の高い技術を目の

当たりにし「かっこいい。」「すごい。」といったつぶやきが聞かれました。中学部の生徒は、「私

も、最初は、なかなか上手にできませんでしたが、繰り返し練習することで上手にできるように

なりました。みなさんも頑張ってください。」と、白兎検定に取り組むうえでのアドバイスを伝

えていました。 

先輩の真剣に取り組む姿は、後輩へのよい刺激となり、白兎検定の練習の意欲をさらに高めま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校舎１階保健室の前に、各学部の紹介パネルを掲示しています。これらは、校内の児童生徒に

向けて作成しているものです。経験したことはわかりやすいが、これからのことは、わかりにく

かったり、不安だったりすることもあります。子どもたちの近い将来である、進学先についての

情報を発信し、見通しや、夢、目標をもってほしいと考え作成しています。写真と分かりやすい

言葉で説明し、また、何をねらった学習なのかも含んだ文章となるように心がけています。進級・

進学の学習の教材としても、このパネルを取り外し活用して授業が行われています。 

 

 

 

 

 

 

進路ニュース 
平成２９年度 第４号 

学部紹介パネルについて～キャリア教育の視点を意識して～ 

児童、生徒の感想 

・とてもかっこよかったです。中学部の先輩

みたいになれるように頑張りたいです。 

・無駄な動きがありませんでした。名前を言

うときに大きな声だったので、すごかった

です。一生懸命できる高等部の人はすごい

と思いました。 


